
別紙様式第５－１号 
（日本産業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意 書 

（教育基本法との対照表） 
※受理番号 学校 教科 種 目 学年 

１０２－２９ 高等学校 水産 海洋情報技術 
 

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

201・海文堂 水産・702 海洋情報技術 

 

１．編修の基本方針 

水産や海洋の各分野における知識基盤社会の到来とグローバル化による情報社会の進展に対応

できる情報技術について、体系的・系統的な理解と関連する技術を扱う中で、情報技術を活用す

るために必要な資質・能力を育成することをねらいとしている。 

これからの持続的かつ安定的な水産業の発展を図るため、情報メディアの特性、アルゴリズム

やプログラムの最適化等について扱うなど、情報の科学的理解に基づいた情報活用能力を身に付

ける内容で構成するとともに、水産や海洋における情報システムについてＩＣＴや人工知能（Ａ

Ｉ）、ＩｏＴなどを活用したスマート水産業の概要を取り上げるなど、情報技術の応用について扱

うこととした。 

なお、指導に当たっては、実際に情報機器を活用した実習を中心に取り扱う。 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

第１章 水産や海洋における情報技

術 
情報社会において、情報や情

報技術の果たしている役割や及

ぼしている影響、情報や情報技

術を活用して問題解決する方法

について理解させる（第１

号）。 

1頁目～ 

3頁 

ファイル管理や個人情報のセ

キュリティ管理、危機管理の方

法、情報に関する企業と個人の

権利や責任、情報の保護に関す

る法律について理解させるとと

もに、知的財産の保護、情報の

管理や発信する情報に対する責

任など、情報モラルの意義や必

要性について理解させる（第３

号）。 

4頁目～ 

17頁目 

第２章 水産や海洋における情報コ

ミュニケーションと情報デ

ザイン 

情報機器の基本的な仕組みや

機能、構成及び情報のデジタル

化と情報処理について扱い、情

報機器の仕組みを理解させると

ともに、コンピュータ内部にお

ける情報処理の仕組みなどにつ

いて理解させる（第１号）。 

19頁目～ 

35頁 

第３章 コンピュータとプログラミ

ング 

高等学校海洋情報技術検定へ

の対応も考慮して、数の表現法

37頁目～ 

64頁目 9行目 



 や２進数の演算、論理回路など

について、例題や演習によって

詳しく習得させる（第２号）。 

ソフトウェアとその使用法な

どについて、幅広く基礎的な知

識と技術を習得させる（第１

号）。 

64頁目 10行目～ 

92頁目 

プログラミング言語の基礎的

な内容を理解させ、基本的なア

ルゴリズム、プログラミングな

どについて理解させる（第１

号） 

93頁目～ 

127頁目 

第４章 情報通信ネットワークとデ

ータの利用 

 

インターネットやＬＡＮなど

の情報通信ネットワークに関す

る基本的な知識を習得させる

（第１号）。 

129頁目～ 

140頁 3行目 

情報検索や情報共有と問題解

決、データの収集、整理、分析

及び結果の表現方法について理

解させるとともに、目的や状況

に応じた構成要素とプロトコル

を選択し、情報通信ネットワー

クの活用について理解させる

（第２号）。 

140頁 4行目～ 

149頁 

第５章 水産や海洋における情報技

術の応用 

海洋に関する環境情報や海洋

の観測・測量システム、ＩＣＴ

を活用した安全で経済的な運航

を支援する船舶運航・性能管理

システムやマルチコプターなど

を活用した通信システムの概要

について理解させる（第２

号）。 

151頁～ 

164頁 8行目 

海上遭難安全システム（ＧＭ

ＤＳＳ）や船舶自動識別装置

（ＡＩＳ）、電子制御の船舶運

航システム等、沿岸や海中にお

ける安全救助、防災システムな

どの概要について理解させる

（第５号）。 

164頁 9行目～ 

177頁 

漁業情報システム、水産物の

電子商取引、水産資源管理、電

子タグや二次元コードなどを利

用した食品トレーサビリティシ

ステム、飼育履歴の情報管理な

どに関する概要を扱う。その

際、関連して、人工知能（Ａ

Ｉ）やＩＣＴなどを活用した製

造業や小売業の流通システム、

漁船の運航及び操業の省力化、

ＩｏＴを活用したスマート水産

業の取組などについて理解させ

る（第４号）。 

 

178頁～ 

188頁目 

 



３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

 情報モラル、知的財産権の保護、情報セキュリティなどについては、これらに対する実践的な

態度を育む指導を重視する必要性から、第１章第２節「情報セキュリティと情報モラル」で詳し

く取り扱ったほか、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を

育成するため、プログラミングに関する内容を充実し、関連する他の章でも、そのつど取り上げ

た。 

 



 

別紙様式第５－２号 
（日本産業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

※受理番号 学校 教科 種 目 学年 

１０２－２９ 高等学校 水産 海洋情報技術 
 

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

201・海文堂 水産・702 海洋情報技術 
 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 水産や海洋の各分野における知識基盤社会の到来とグローバル化による情報社会の進展に対応

できる情報技術について、体系的・系統的な理解と関連する技術を扱う中で、情報技術を活用す

るために必要な資質・能力を育成することをねらいとしている。 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

第１章 水産や海洋における情報

技術 

 第１節 様々な情報技術 

（1）水産や海洋における情

報技術 

 ア 様々な情報技術 

1頁目～ 

3頁目 

10 

共 通 

1 学年 

(2 単位) 

 第２節 情報セキュリティと情

報モラル 

 イ 情報セキュリティと情

報モラル 

4頁目～ 

17頁目 

第２章 水産や海洋における情報

コミュニケーションと情

報デザイン 

 第１節 情報メディア 

（2）水産や海洋における情

報コミュニケーション

と情報デザイン 

 ア 情報メディア 

19頁目～ 

27頁 3行

目 

10 

 第２節 情報のデジタル化と情

報処理 

 イ 情報のデジタル化と情

報処理 

27頁 4行

目～ 

35頁目 

第３章 コンピュータとプログラ

ミング 

 第１節 情報の表現方法 

（3）コンピュータとプログ

ラミング 

 ア 情報の表現方法 

37頁目～ 

64頁 9行

目 

50 

 第２節 アプリケーションソフ

トウェアの使用方法 

 

 イ アプリケーションソフ

トウェアの使用方法 

 

64頁10行目

～ 

88頁 3行

目 

 第３節 オペレーティングシス

テム 

 

 ウ オペレーティングシス

テム 

 

88頁 4行

目～ 

92頁目 

 第４節 プログラミング 

 

 

 エ プログラミング 93頁目～ 

127頁目 



第４章 情報通信ネットワークと

データの利用 

 第１節 情報通信ネットワーク

の概要 

（4）情報通信ネットワーク

とデータの利用 

 ア 情報通信ネットワーク

の概要 

129頁目～ 

140頁 3行

目 

70 
共 通 

2 学年 

(2 単位) 
 第２節 情報通信ネットワーク

の活用 

 イ 情報通信ネットワーク

の活用 

140頁 4行

目～ 

149頁目 

第５章 水産や海洋における情報

技術の応用 

 第１節 海洋の情報システム 

（5）水産や海洋における情

報技術の応用 

 ア 海洋の情報システム 

151頁目～ 

164頁 8行

目 

70 

科･選択 

2 学年 

3 学年 

(2 単位) 

 第２節 船舶運航の情報システ

ム 

 イ 船舶運航の情報システ

ム 

164頁 9行

目～ 

177頁目 

 第３節 水産の情報システム  ウ 水産の情報システム 

 

178頁目～ 

188頁目 

  計 210 6 単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


